
中学校 特別活動 学級活動（２）（３）の学習過程 （例） 

【参考資料】・中学校学習指導要領解説 特別活動編 （文部科学省） 
      ・特別活動指導資料 学級・学校文化を創る特別活動【中学校編】 （国立教育政策研究所） 

学級活動（２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全
学級活動（３）一人一人のキャリア形成と自己実現 
学級活動（２）は現在の生活上の課題、学級活動（３）は現在及び将来を見通した学習や生き方に関する
課題を取り上げる。

①問題の発見・確認 
 日常生活や自己の課題、目標、キャリア形成
や自己実現に関する内容について、教師が設定
した「題材」や問題を確認し、課題と解決の見
通しをもつ。 

事前の活動 □ 「題材」に基づいた資料やアンケート
結果などから生徒一人一人が日常生活
や将来に向けた自己の生き方、進路等
の問題を確認し、取り組むべき課題を
見いだして、解決の見通しがもてるよ
うにしましょう。 

□ 生徒の学年段階や発達の段階に即して
計画的・系統的に「題材」を設定する
ようにしましょう。

②解決方法等の話合い 
 題材や自分の問題の状況を把握し、原因や課
題解決に向けた具体的な方法などについて話し
合う。 

③解決方法の決定 
 話合い活動で共有化された解決の方向性等を
参考にして自分としての解決方法等を「意思決
定」する。 

本時の活動・話合い活動

④決めたことの実践 
 意思決定したこと、解決方法や活動内容を実
践する。 

⑤振り返り 
実践を定期的に振り返り、意識化を図るとと
もに、結果を分析し、次の課題解決に生かす。

事後の活動
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□ 話合いを通して、相手の意見を聞いて、
自分の考えを広げたり、課題について多
面的・多角的に考えたりして、自分に合
った解決方法を自分で決める「意思決
定」ができるようにしましょう。 

□ 意思決定しただけで終わることなく、決
めたことについて、生徒が粘り強く実践
できるようにしましょう。 

□ 一連の活動を振り返って成果や課題を確
認したり、更なる課題解決に取り組もう
とする意欲を高めたりすることが重要で
す。 


